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・ 「大和川流域総合治水対策協議会」では、流域全体が一丸となって、水を貯めることで、
河川に流れ込む洪水を減らす対策を進めています。
・ 今回の協議会では、今後も国、県、流域の上下流の市町村が連携し、流域の力を結集し
た「貯める」対策をスピード感をもって推進していくことについて確認しました。

「第２６回大和川流域総合治水対策協議会」開催

協議会内容

・ 今回の協議会では、県内流域２４市町村（うち
１０首長）が出席し、「貯める」対策について上下
流の首長らによるグループ討議を行いました。

・ 各グループからは、防災調整池の制度強化や
水田貯留などを活用し、積極的な対策推進の提
案がありました。

・ 整備局も大和川中流部の遊水地事業の進捗に
ついて報告し、県の内水対策と一体となった事業の推進を表明しました。
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【問い合わせ先】
国土交通省 近畿地方整備局 大和川河川事務所 調査課
〒５８３－０００１ 大阪府藤井寺市川北３－８－３３ ＴＥＬ ０７２－９７１－１３８１

○ 日時：平成２７年２月２６日（木）
１０：１５～１１：４０

○ 会場：桜井市立図書館

○ 参加委員：３０名

概要

近畿地方整備局長あいさつ 大阪管区気象台による話題提供

首長らによるグループ討議と発表の様子

※本協議会は、大和川で戦後最大となる昭和57年の洪水を契機として、昭和58年2月に発足しました。

会場全体の様子


